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 「紐帯の織り手：ネットワーク形成の極意とアカデミアの役割」

My finest hour (我が最良のとき):
研究滞在で培うネットワーク



自己紹介

大平英樹　名古屋大学・大学院情報学研究科・心理学講座

経歴：

1984-　東京大学・大学院社会学研究科・社会心理学専攻　入学

1987-　文教大学・人間科学部　助手　（25歳）

1990-　東海女子大学・文学部　講師、助教授　（28歳）

2000-　名古屋大学・大学院環境学研究科　助教授　（38歳）

2007-　同　教授　（45歳）

2000-　サバティカルにより

　　　　　University College Londonに研究滞在　（48歳）

2017-　名古屋大学・大学院情報学研究科　教授　現在に至る



自己紹介

●専門分野：

　　生理心理学、認知神経科学

●主な研究テーマ：

　　感情と意思決定に伴う脳と身体の機能



意思決定（decision-making）

意思決定：複数の選択肢からひとつを選び取ること

意思決定の過程：

　１．選択肢の「価値（value, utility）」の評価

　２．価値で重みづけた選択



価値（value, utility）

価値：ものごとの望ましさ，欲求として一元的に表象される脳内の共通貨幣
（common currency）

・多元的な情報も比較可能
・異なる領域に属し本来比較不能なものも比較可能

自動車購入における意思決定：多次元の情報を，
一次元的な「価値」に統合する

「結婚か仕事か？」：
比較不能で不確実な意思決定



行動 報酬・罰

内分泌・免疫系 自律神経系

脳神経系
生体

生体の環境への適応

環　境

学習意思決定



意思決定を規定する脳と身体

腹内側前頭前皮質

扁桃体

体性感覚野

身体

島

前部帯状皮質

意思決定

William James

  Antonio Damasio

①身体反応の惹起

②内受容感覚

③意思決定の修飾



島（insula）

Craig, 2003 Annual Review of 
Neuroscience

Craig, 2009 Nature Review Neuroscience

島中心溝

島周囲溝



15O-PET による脳活動と末梢生理反応の同時計測

　　　局所脳血流量 (rCBF)

電気生理的指標：EEG, ECG, 
EAD, etc.各種ホルモン

（カテコラミンなど）
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意思決定の統制可能性に伴う身体反応の制御
Kimura, Ohira 2007 Brain, Behavior, and Immunity



意思決定の統制可能性による
身体活動のトップダウン制御

Ohira et al. 2009, 2010 Neuroimage

心拍変動性の高周波成分：心
臓迷走神経活動

背外側前頭前野

前部帯状皮質



滞在場所の選定

選定の条件（特にキャリア半ばでの研究滞在の場合）

１．自分の研究関心に合う
　 これまで、現在の研究関心に合うことは当然だが、今後やりたい研究
の情報、知識、スキルが得られること

２．ネットワークが作りやすい
　多様な領域の人、情報、モノが集まっていること
　セミナー、トーク等が多く開催され、出会いの機会が多いこと

３．住んで愉しい
　（シニアには）環境、文化、趣味、娯楽なども重要



研究関心

１．身体反応から脳機能、意思決定への影響の検討
　 2009年までに、刺激-結果の随伴性などの要因が脳により評価され、末梢の身
体反応を修飾するという、トップダウン（遠心）的影響は示せた。

　逆に、末梢の身体反応がボトムアップ（求心）的に脳機能に影響し、意思決定を
変容させ得るかを検討したい

２．計算論モデルの導入
　 心理学では、理論やモデルを自然言語で表現することが多く、数理化されてい
ない
　
意思決定の背後にあるメカニズムを数理的に表現し、脳が実際にそうした計算を
行っているかを検討したい

→滞在の候補地：これらの研究が可能な場所



University College London
(UCL)

創立 1826年。ユニヴァーシティ・カレッジ・ロンドン (UCL)（University College 
London）はイギリスのロンドン市中心部ブルームズベリーに本部を置く、1826年設立
の大学である。

キャンパスの風景

建学の父、ジェレミー・ベンサム チャールズ・ダーウィン 「長州ファイブ」



University College London
(UCL)

ロンドン中心部 UCL





Steptoe lab.
Psychobiology laboratory 

• 研究室の人員構成：

　　教授１，上級研究者（senior researcher）２，ポスドク (Post doctoral researcher) ５（うち
１人は医師），リサーチ・ナース ２, 研究補助員（research assistant）１，秘書１，大学
院生５

• 年間予算（推定）：

　　40万ポンド＝約5000万円

• 占有空間：

　　教授室１，研究室５（２，３人），実験室３（自律神経系実験室・生物系実験室・行動
実験室），院生室１

Prof. Dr. Andrew Steptoe



Raison, et al., 2006 Trends in Immunology

免疫（炎症）と脳の機能的関連



腸チフス・ワクチンによる脳活動の変容
Harrison et al., 2009 Biological Psychiatry

Lena Brydon

Neil Harrison



意思決定の数理モデル
強化学習モデル（reinforcement learning model）

Q学習（Q learning）：複数の選択肢の価値を，結果に基づく報酬予測により更新
→価値の重みづけにより確率的に選択

 

 

価値の更新

選択確率

学習率

逆温度

Karl Friston John O’Doherty Hugo Critchley Anil Seth



Steptoe lab.
Psychobiology laboratory 

Prof. Dr. Andrew Steptoe



Golders Green のフラット



Hampstead
ロンドン北部の高級住宅地。特に第二次世界大戦中には戦果を逃れた欧州の文人が
多く住み、文化的雰囲気を形成した。参考：映画『マリアンヌ』



滞在中行ったこと

１．研究

・ワクチン投与研究の推進→早々に頓挫！

・代替案の模索

・意思決定の計算論モデルについての学習

２．執筆

・原著論文（筆頭著者）　３

・総説論文　２

・書籍：単行本１、チャプター２

３．交流

・ディスカッション

・セミナー、トークの聴講

・UCLをはじめ、さまざまな研究機関の訪問、トーク



強化学習モデルによる意思決定過程の説明

ー中略ー

Yael Niv



滞在中行ったこと

１．研究

・ワクチン投与研究の推進→早々に頓挫！

・代替案の模索→自律神経系機能に着目すればいいのでは？

・意思決定の計算論モデルについての学習

２．執筆

・原著論文（筆頭著者）　３

・総説論文　２

・書籍：単行本１、チャプター２

３．交流

・ディスカッション

・セミナー、トークの聴講

・UCLをはじめ、さまざまな研究機関の訪問、トーク



Talks 2010-2011

UCL

ケンブリッジ
大学

チューリヒ
大学

パリ大学

リエカ大学
（クロアチア）

ノースウエスタン
大学

ノースイースタン
大学

ブリュッセル
自由大学



セーヌ河畔のセレンディピティ

パンテオン

北山先生の
アパルトマン

セーヌ河畔の散歩道



交感神経活動が島皮質の活動を介して
意思決定の探索傾向を規定する



ラットの島皮質賦活によりリスク志向的
意思決定が促進される

ラットの意思決定を強
化学習でモデリング



ケンブリッジ大学でのトーク：思わぬ展開

Luke Clark

Bettina Studer
John Coates



その後の共同研究・研究シーンへの貢献
１．迷走神経系刺激による脳機能の修飾
                電気刺激・呼吸統制などによる求心性迷走神経系の賦活
　　　　　　　→脳・行動への影響

２．過敏性腸症候群の計算論モデル研究
　　　　　　　過敏性腸症候群を、脳内モデルの異常と捉える
　　　　　　　計算論モデルにより数理的に表現

３．感情の予測的符号化（predictive coding）による理論化：国際感情学会の日
本開催、役員就任
　　　　　　　

４．計算論的心身医学の立ち上げ：「白書」の作成



飛行機

Royal Air Force Musium



グラインドボーンでのオペラ



フットボール



（キャリア途中での）海外における
研究滞在の意義

１．自由な時間，リソースの拡張

　　①学務，雑事からの開放

　　②自己効力感の回復

２．自分のポジションの相対化

　　①欧米の研究の質、研究環境が必ずしも優れているわけではない

　　②研究領域におけるポジション、ニッチの探索

３．交流の広がり

４．新鮮な経験：人生を豊かに



（キャリア途中での）海外における
研究滞在で（たぶん）大事なこと

１．提供できるものがあるか

　　①欧米の研究者は基本的にはリベラルであり、アイディア、知識、スキル
などに見るべきものがあれば、対等に接してくれる

　　②自分が何を提供できるかを意識すべし

２．目的を明確に

　　①短い時間では大きなプロジェクトを完成することは無理。さまざまなトラ
ブルも生じる

　　②最低限実現したいことと、その優先順位を決める

３．交流は積極的に

　　①その時わからなくても、後になり有益なこともある

　　②研究も結局は、「人間力」



My finest hour：我が最良のとき


